
（別紙３）

～ 2026年　3月　13日

（対象者数） 40 （回答者数） 19

～ 2026年　3月　13日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日々の現状の分析を職員間で把握し

共有すると同時に

職員のスキルアップも図れる環境作り

2 さらに他事業所の施設や地域の多世代交流の機会を作る

3

デジタル連絡帳などを使用し

支援の内容や取り組みをわかりやすくお伝え

保護者に知っていただける機会を増やす。

放課後等デイサービスRASA

○保護者評価実施期間

○従業者評価有効回答数

他事業所との区別化

PCを使用し個々の特性やニーズにあった支援を

おこなっている。

○事業所名

2026年　3月　1日

特性やニーズを把握し

個別の支援計画に沿ったサポートを実施。

活動の様子をSNS等で定期的に発信し、

保護者との情報共有を図っている。

○事業者向け自己評価表作成日

2026年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

PCに特化した支援プログラムの提供

支援活動を他事業所との連携した取り組み

○従業者評価実施期間

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

恵庭の田んぼや牧場での屋外での活動、

就労継続支援B型事業所ともちつき大会など

合同開催・参加など

お子さん一人ひとりに合わせた丁寧な支援

2026年　3月　31日



改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
スペースを確保する拡張工事をする。

積極的に外や外部施設へ出かけていく。

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

全体的な空間の狭さや運動できる場所が少ない

利用者の増加にともなって、

PC機器などを増やすことで

施設内の運動できるスペースが減少。

事業所として考えている課題の要因等


